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巻頭書

文献複写のこと

佐 藤 、 朔

（図舎館長〉

教室でテキストとして，絶版ものや新しい作品や， しても，図書館か研究室にあれば象個人で予約しない

雑誌論文などを使い出して，もうずいぶんになる。戦 でもすむようになった。第一，個人では雑誌，新聞類

中，戦後にかけて，翻訳の出ていない，珍しくて，新 は．保管に困るし，整理して，利用に備えておくこと

しくて，面白いものをというつもりで，大使館や日仏

会轄で借りた本や雑誌から恰好なテキストを選んで，

騰写版で刷って，学生といっしょに読んだ。原書が自

由に手に入らなかった時期には，こうした形で新しい

論文や作品をずいぶん読むことが出来た。紙はザラ

紙，インキも悪く，それにタイプの打ち違いなどがあ

って，読みづらいこともしばしばだった。

この頃は，ゼロックスとか，リコピーとか，マイク

ロフィノレムとか，新しい方法が進歩して来て，迅速，

正確になり，非常に重宝している。研究用にしても，

愉文集．紀要，織語審などに掲載されている論文は，そ

のなかのー，二篇が必要なだけなので，それを複写し

てお砂ばすむ。これまでいくつか予約していた雑誌に

が困難である。年月が経つにつれて，こうした文献は

殖える一方で場所ふさぎであり，十分に整理されてな

いから，最近号の他はあまり利用しなくなってしま

う。単行本でもこう殖えてくると，すべてを本の形で

持っていることが出来なくなり，読まないもの，また

は一部しか読まないものが，書斉にあふれでくる。

文献複写を利用して，ある主題の論文を集めて，整

理しておくことが絶対に必要である。ところが私自身

は，それが大変下手で，複写したものを一度利用した

あとで，行方不明にしてしまったものがある。中には

複写しただけで安心して読まないものもある。これか

らの研究者は，複写文献の整理，分類．利用法を，よ

くよく考えなければなるまい。
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塾の先生がたが研究のために文献を手に入れられるとき，しばしば必要な文献の複写したものを得られること

があります。複写文献は，その形がどんなものであれ，研究や教育に必要なインフォメーションを得る一つの確

実な方法であると云えます。

複写器機や技術の進歩のおかげで，今までは到底入手できなかった文献が，もしその所在さえ判明すれば，手

に入れることができるようになりました。

複写文献を入手できる範囲も拡がり，圏内はもとより外国からとりょせることもできます。

図書館では，塾に所蔵されていない重要な研究書・雑誌論文を先生がたが入手できるようお手伝いしてきまし

た。しかし，まだまだ多くの先生がたに文献複写の便利さを知っていただいていないのではないかと心配してお

ります。

八角塔第2号は，文献複写をとりあげ，そのサーヴィスを度々利用されているおニ人の先生に体験談を寄せて

いただきました。

私と文献複写サーヴィス

文献複写の活用

編集の責任者が来訪され，本誌の次号で文献の複写

を特集のテーマとして扱いたいと思うから，体験を寄

稿せよという厳命である。突然のことで一瞬とまどっ

てしまったが，この件ではいろいろと図書館の参考調

査課のお世話になっていることでもあり，この際その

罪を少しでも軽くできればと，あえてお引受けし，経

験の一端を述べる次第だ。しかし実際いってどれだけ

お求めに応ずることができるか心配でならない。

渡

まで利用できる。まっ

たくもって重宝なこと

になった。

A. 文献の複写と図

書館塾の図書館は他

に先がけ，文献の複写

と積極的に取組んで来

た。時代の要請を受入

れたわけだ。最近は文

辺 園 康

（経済学部助教授〕

献複写センターを併設する大学図書館も出現し，複写

フィルムの提供にいとも簡単に応ずる体制が整備され

（ 

文献の複写と私の立場
つつある現状だ。図書館活動の今後の在るべき方向と 』

ここでいう文献の複写とは，塾にない文献で，個人

的に申出のあったものについて図書館の参考調査課が

所在を確認し，複写フィルムとして取寄せ，依頼者の

便宜に供するという作業だが，照会と連絡の労は図書

館がとり，依頼先から請求のあったフィルム代等は申

出者個人の負担という仕組になっている。図書館の仕

事としてこの分野は今後いよいよ拡充されなければな

らないというのが私の立場であってみれば，単に責を

塞ぐという以上に， Jこの執筆に積極的たらざるを得な

かった。今日では図書館相互間の交流が国際的な規模

にまで拡大しており，文献の複写ということを介し，

いながらにして自由に，国内はもちろん，海外の文献

して注目していいのではなかろうか。図書館といえ も

ば，保存に重点が置かれたが，昨今における複写技術

の異常な向上のなかで，もはやそこにとどまることが

許されない。文献を公開し，広く利用に供するという

ことに向かつて大きく脱皮しなければならないよう

だ。保存から利用へ，その機能の大きな転換であっ

た。文献を，保管というよりは利用の面で考えようと

するのである。そして利用ということで，誰にも平等

に知識に接近する機会を与えたいとする精神が，どう

やらこの転換の基底にあったようである。

B.文献の複写と私塾の経済学部では研究会を希

望選択として課している。 3年生の時に入会し，卒業

．．．闘園田・a・m・・・a・・・・・・・・H・H・－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・四回目・四・・・・・・H・H・...・・・・・・”“・・・・・・m・・・..置......”・u・・・・E・・・・・・・・・，.....・m・...開・・・・・・・H・H・－－－－”“”“””．． ””問・・・・・胴副・・・・・・四回・・・・
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まで引続き履修するのである。私もそれを担当させら が，参考調査課をわずらわし，塾にない文献を，いく

れている。私が文献の複写ということを始めた動機だ つか複写フィルムで入手して来た。図書館のうまい利

が，一つは，研究会に対する私の指導方針と関連して 用法と信ずる。以下ではその手続を紹介しよう。

いたようだ。 A.圏内所在の文献の複写囲内に所在のはっきり

私は研究会を西洋経済史ということでやっている。

学生はそれぞれにテーマを持ち，勉強するわけだ。私

はその指南役ということか。学生に独立の仕事を持た

せてこそ大学である。しかし対象が外国のことだけ

に，あまりこまかなことを学生に強制するのもどうか

と，各自のテーマに応じ定評ある文献をがっちり読ま

せるよう努力している次第だ。ことは簡単のようだ

が，いざ塾の図書館を調べてみると，当然あるべきも

のがないのである。収書の豊富さに私も重宝している

が，この点で落胆することがときにあることを否定で

きない。一般的にいって，学生指導の手段に図書館を

利用する段になると，どうも不備な点が目立つのだ。

従来まで大学の図書館は学生の便宜を考えずに運営さ

れていた。しかし今後これは許されない。むしろ図書

館は学生のため専門家に対するサービス以上のことを

やってのけなければならないようだ。従って収書の際

にもこの点が加味されて当然である。もはや図書館だ

けが特定の個人の特殊な研究の具にとどまっていいこ

とはない。学生という一般研究者のための必要に迫ら

れ，私は複写という仕事で参考調査課をわずらわすこ

としばしばだが，図書館としてもっと制度化してくれ

ればと願うだけだ。またこの種の文献には目録にあり

ながら，欠本が多い。簡単に複写できるのだから，補

充ということを大々的に計画してみてはどうか。

複写フィルムの入手

塾の財源が豊富だとしても，利用者の求める文献を

すべて整備して置くということは願っても不可能な相

談であろう。しかし最近は複写の技術の発展で，正式

の手続さえ踏めば，塾にないものでも簡単に利用でき

る状態に持込めるため，いたって便利になった。実に

都合がいい。図書館相互間における文献交流の組織化

で達せられた収穫ということであろうが，実際いって

文献の利用はかなり容易になって来た。そして昨今は

文献について利用という面を重視するのが大勢のよう

だ。この方向に乗ったサービスに当るのが，塾の場

合，図書館の参考調査課で，私自身その利用者の一人

として，大いに重宝している次第だ。私事にわたる

した文献について複写フィルムがほしい時，私の場

合，東大に依存することが多い感じだ。東大では文献

複写センターを設置し，大学内に所在のすべての文献

について複写に応じてくれる。処理はきわめて能率的

だ。塾はこの点で立後れの感が深い。塾内のすべての

文献をどこかで統一的に把握するという仕組の一日も

早い確立が望まれるわけだ。各所に分散して所蔵する

現状に手を触れるということはちょっと誰にもできな

いが，塾のどこにどんな文献があるかぐらいはもっと

簡単にわかっていいと思うのだが。

1. 私の手で塾内にないということを確かめた後，

参考・調査課にその所在の調査を申出る。所在がはっき

りした時，その複写フィルムを取寄せてくれるよう頼

みおく。

2. 参考調査課はこの依頼を受け，まずそれが実際

に園内にあるかどうか調査する。方法としては電話・

葉書による間合わせのようだが，いかにも残念であ

る。文献の交流が円滑に進むため蔵書目録を刊行する

努力がなければならないわけだが，現実にはそれをか

くので，こうした仕方もやむを得ないのか。文献の交

流といっても個人的なつながりのなかで処置されるこ

とになってしまう。いきおい範囲は限定されざるを得

ない。図書館の今後の在るべき姿を確かなものにする

ためにも，文献の利用を容易にするような努力は望ま

しい。とにかくそのため必要な前提の構築を急がなけ

ればならない。現実はきび、しい。塾の図書館も蔵書目

録の作成に大々的に乗出してみてはどうか。図書館と

していろいろ仕事もあると思うが，実は目録の整備が

図書館の価値を左右することになるのではなかろう

か。戦前すでに立派な刊行目録があり，その続編に対

する期待が今日ほど大なるはない。図書館の公開性を

高めなければならない時，これは不可欠である。全国

の図書館の協議団体があるからには，目録の統一的な

型でも工夫し，それによって各図書館が作成を進める

ということにでもなれば，これに過ぎる喜びはない。

いながらにして文献の所在を確認できるというもの

だ。全国の図書館の蔵書が自分のものとなるのであ

る。

p・m・.........................................., .. , ... , ...‘・H ・M・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．．．．．．．． 盲目・・・・・・・・・・・・・岡田町・・・・・・・......”・”・・・・・
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3. 先方より正式の申込書が届く。参考調査課に送

付されて来る。参考調査課より連絡があるから，印鑑

を持参して出向く。印鑑は「誓約書」に必要であ

る。と同時に代金請求書が送られて来ている。それを

指定の銀行に持参し，払込む。 「誓約書」は参考調査

課より先方』こ送付される。それはごく常識的なたぐい

で，営利的に利用しない旨のもの，ほかに特別のこと

としては所蔵場所の確認が求められるぐらいであろ

つ。
4. 代金の支払がすめば，現物を待つばかりだ。到

着したら，複写フィルムだから，必要な型に引伸ばす

なりして，利用すればいい。参考調査課はこのサービ

スも引受けてくれる。費用は依頼者の負担だ。図書館

にマイクロ・リーダーはある。私自身としては，使用

ずみのフィルムを図書館に寄贈することにしている。

ーコマ10円くらいの計算だろうか。先方よりの請求分

については依頼者が負担に応ずることは申すまでもな

い。参考調査課では照会と連絡の労をサービスしてく

れる。有難いことだ。先方から手数料を請求されたこ

とはない。

B.海外所在の文献の場合塾にないばかりか，国内

のどこにも見つからない時，私はアメリカ議会図書館

の目録を調べる場合が多い。議会図書館の蔵書目録は

文献を発行年により整理してし、る。ごく最近に発行の

医学図書館文献複写サーヴィス

1958年のことであるから，かれこれ10年になるが，私

が図書館というものを見直したのは，カリフォルニア

大学図書館の Reference係りのお嬢さんに話しかけた

持であった。私はその時ある文献を探していた。 2時間

近くも書庫をあさって，とうとうなかばあきらめて書

庫からでてきた。そして念のため Reference係りの美

しいお嬢さんに「これこれこういう文献を探している

のだが…・・」と話してみた。その頃すでに当医学部の

図書館でも同じようなサービスは始まっていたと思う

が，私の記憶では，私が図書館というものを見直した

ほど，迅速に文献の所在をっきとめそしてその Copy

文献についてもすでに目録ができており，能率のよさ

に感心させられる次第だ。いいことに，この目録は文

献の内容をその文献の目次により示している。これに

より文献について大体の評価を下すことが可能であ

る。文献の所在が確認できれば，その複写フィルムを

取寄せる運びとなる。議会図書館にない場合，アメリ

カ国内で所蔵する箇所を知らせてくれる。実に親切

だ。

1. 参考調査課に依頼し，複写の申込をしてもら

う。約2週間後に代金請求書が送られて来る。複写の

費用のほか，調査費や荷造代が要求される。これは当

然のことで，国内の場合，その請求がないのが不思議

なくらいだ。制度の持続を願うとしたら，この点はま イ
ねていいと思う。当事者の好意的な努力におう運営を

もってよしとするのがわが国では一般のようだが，い

かがなものか。

2. 送金は銀行を介する。銀行に出向き，大蔵省あ

て外貨使用の申請をし，請求金額を払込む。銀行から

払込証を受取れ参考調査課に先方あて送付を依頼す

るo 現物が到着するまで約3週間かかるとみたらいい

か。参考調査課と折衝を始めてから，最大限2カ月く

らい要することになると考えたら安全だ。

3. 費用だが，ーコマについて20円とみれば間違い

ない。国内に所在の文献の場合の倍ということか。

土屋健三郎
（医学部衛生学・公衆衛生学教授）

が入手できたのであう

た。そして帰国後，急

速にわが医学部図書館

の機構その他が整備さ

れ，現在では少なくと

も優るとも劣らない文

献探知力とサービスが

充実された。もちろん

お嬢さんたちの美しさ

もヒケをとるどころか，はるかに素晴らしいことをつ

け加えておかなければならない。関係者の並々ならぬ
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努力に敬服するものである。

1959年帰国後は，それ以前では入手できなかった文

献，例えば戦争中の PublicHeblth Reportやその他

の雑誌に掲載された文献が医学部の図書館を通して，

予想外に早く手元に入るようになった。今では，読み

たいもので（大部分はアメリカであるが〉，入手でき

ないことは殆んどなく，その昔，国内にないと知ると

あきらめてしまヮたのを思い出すと，文字通り，今昔

の感がするのである。 とにかく， 今では誌名， 巻数

頁，年号，題，著者名がはっきりしていれば，まず手

に入らないことはないと考えてよい。そして，記入さ

えすれば automatic（？）に入手できるのであるから

全く便利になったものである。 automaticといっても，

図書館員諸兄姉の舞台裏での大変な努力が払われてい

ることは申すまでもない。そこで，少しく舞台裏を覗

きながら，私の経験から文献の探しかたや，複写文献

の入手までのプロセスを簡単に紹介してみよう。当医

学部図書館に求める文献が所在している場合は複写に

ついて問題はないので，所在していない場合のみにつ

いて述べることとする。所在しているかいないかを確

めることも問題になることもあるが，それについては

後で触れることとする。

複写文献入手までのプロセス

利用者がなんらかの方法で求める文献が手元にはな

いが，国内にある（これも館員が調査に手助けしてく

れる〉と分かった場合，「貸出し係」のデスクで，［相

互貸借申込控」に誌名等必要な事項を記入する。利用

肌 A民対
相
互
手lj

用

;!'.No. 

7占
名

寺
号

頁

年

ロ照会 I著
口閲覧 l苧
ロ 借 用 ｜趨
ロ複写 l富
ロゼロフクス l名
ロ7＜ルム

ロ八ツ切

ロキャビネ

ロその他

〈

備

考｜※巾込者：所属 氏名

iii 'r＇－月日

受領印

者のやることはこれだけで良いのであるが，それから

館員の仕事が始まる。後で述べる Index Medicus, 

Current Contents等で依頼された文献が正しし、かど

うかをチェックしなければならない。そして図に示す

ような「相互利用J （図I参照〕の葉書でその文献の

所蔵大学，研究所等に申込む。利用者の望みにより，

ゼロックスあるいはフィ／レムが先方から通知書と共に

送られてくる。利用者はかかっただけの実費を払いこ

んで’玄’けとれば良い。

国内にない場合は，貸出し係はアメリカの Index

Medicusの集録リストなどにより依頼された記述事項

を確認し，図2に示す所定の申込用紙にタイプして

NLM (National Library of Medicine〕に送付する。

NLMのサーピスも非常に迅速で，筆者の経験では約

1ヶ月後に入手した記憶がある。また，この場合は

乱irmailの代金と基本料金だけ払えばよく，大体3000

円位の費用で済む。（複写代会は不要）

文献の所在の探し方と書誌的事項

が不完全な場合に確める方法

上に述べたとおり，書誌的事項が完全な場合には複

写文献入手も難かしくないが，著者がはっきりしなか

ったり，雑誌が明らかでない場合のように，書誌的事

項が欠けているときは，どうすればよいかを大体知っ

ておくと使利である。

① 希望文献の書誌的事項は明確であるが手元にそ

の掲載誌のなし、場合。

日本医学図書館協会では，その加盟館約 100館の雑

誌所蔵目録を発行している。 「医学

Hn 
ロ
r
rz 

I Jt rq送 年 ll If 

複写料金

雑誌綜合目録J及びその補遺である

「現行医学雑誌所在目録」 （年l回

発行〕で加盟館に関する限りの雑誌

の所在は簡単に分かる。加盟館以外

の所蔵は「文部省学術雑誌総合目

録Jにより複写物を入手することが

できる。国内に所在しない時はうえ

にも述べたように Index Medicus 

あるいは英国の図書館の所蔵総合目

録も参照することができるので，ほ

とんど世界中の文献入手もできる筈

になっている。

② 著者名，題名など大方の事項

基本料金

M F 

円

円

伸しその： l弓

ff!" 円

送料 円

円合計

通
知
書

コl謝ロ所蔵なし 口欠 本 ロ欠 号 口調査中

口貸出不能 ロ複す不能 白書照不完（誌名 巻 年 若者 論題 版〕

絶口貸出 q,( 月 日頃再中込のこと〉 ロ製本中〈 月 日明百中込のこと〉

ロその他

豆応大学医学部図書館 新宿区信波町35(353-1211）内2.754 担当苛

．．園””・・・・1・聞．．””・・m・園田・・E・・・・・・・・・・・.......・R・....・・・M・E・－－－－－－”・H・H・・・・・・・・・M・E・..・・・E・H・H・－－－－－－”“”...・岡田闘””””’”・・．． ”””・・・・四H・H・...・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・回目・・・・・・・・・・・
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..・・研究・教育と文献複写一一

が判っているが，一部の書誌的事項が不明の場合，

さらに，題名や掲載誌、名など重要な項目が判らない場

合。後者の場合でも内容は大体わかっているのに重要

な事項が判からないので複写を欲しいことがある。ま

た，ある主題についての文献を集める必要があること

もしばしばあろうが，とにかく，一応文献の書誌事項

が完全でない場合の探し方を簡単に述べる。

1. 日本の文献

医学中央雑誌で殆んどカパーされる。これについて

はここに詳しく述べるまでもないが，現在年間に10巻

発行されており著者，物件索引と抄録本体から成って

いる。

2. 目次内容速報

ーを入手できる。

3. Index Medicus 

これについてはうえにもしばしば述べたが， Natio-

nal Liberary of Medicine （アメリカ）で発行してい

るもので，現在のシリーズは1960年から発行されてい

る，これには2200種以上の世界中の医学雑誌が含まれ

る。 1960年以前にもいくつかのシリーズがあり， 1800

年代の後半からの文献が集積されている。

4. 抄録誌

抄録誌としての代表は ExceptaMedicaでアムステ

ルダムで発行されている，現在は28の分野に分かれて

いる。 Zentralblatterはドイツからだされている主題

別の抄録誌である。ソ連のものとしては Meditsinski

およそ数年前から発行されている Contents ot Referativnyi Zburnal がある。さらに Chemical

Current Medical Periodicalsがある。これは約180種 Astract, Biological Abstractは文献索引のうえで忘

の世界の雑誌をカパーし，目次をタイプ印刷し，旬刊で れてはならないものである。

発行している。またアメリカのInstitutefor Scientific 以上，せっかくコピーをとるのであるから，内容が

Information (ISI）で刊行している CurrentContents あまり分かっていないときは， Abstractなどで大方の

for Life Sciences (1958ー）は各国雑誌の目次を自国 内容を確めてから依頼すべきであろう。なんでもかん

諾のまま集めている。これは多くの場合，その雑誌の でもコピーをとる人があるが，整理が充分にされてい

発行と同時に刊行されるので迅速な情報源となる。著 ないと却って邪魔になるし，経済的・人力的にも無駄

者の住所のリストが附記されているので， ,¥jlj刷依頼も になるので，一応内容がコピーをとるに価値あること

可能だし，発行元 ISIで複写の便宜をはかっているか を知ってから手続きすべきである。

ら， ISIでみつけて，複写申込の普通の手続きでコピ

- 6ー
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むすび

とにかく，現在の図書館は昔の図書館とは，機能そ

の他において全く変ってしまった。それによって利用

者はより広く，より早く，文献を読むことができ，ま

た，必要な場合には，コピーを入手できる。利用者は

図書館員に困ったことは何でも相談すべきである。現

在，複写サービス等について， 「こうあって欲しい」

と要求することがない位完全に近いと思われる。むし

ろ，われわれ利用者が，コピーをしたものを如何に整

理し，必要な時にそれを取り出すかという，利用者自

町研究・教育と文献複写園田町E・E・－目

料でReprintを入手できるのだから，わざわさ苧コピー

することの馬鹿らしさを考えて，ふだんからファイリ

ングしておけば，いざという時に役立つ筈である。図

書館で個人（利用者〉のためのファイリングの仕方の

講習会でも開いて貰えないものだろうか。秘書をもた

ないわれわれ研究者は，ファイリングということで全

く無知に等しい。経験だけに依存してやっている現状

である。とにかく，複写が簡単になった現在，おびた

だしい数になるコピーの整理がむしろ問題になってい

ることを利用者の一人として図書館の方々にお知らせ

したい。そして，塾として医学部として何人かの図書

身のファイリングが問題ではなかろうか。また，複写 能嬢を雇用し，研究者のための巡廻ファイリングサー

で一言しなければならないことは，外国雑誌に掲載す ピス業を開業し，利用者はそのための費用を少しづ

ると，最低100部から多い時は400～500部の Reprint つ，出し合うようにしたらどうであろうか。複写の話

の誇求が諸外国から舞いこむのに，国内雑誌では別刷 からとんでもない「むすび」の言葉になったが，この

要求が非常に少ないのはどういうことであろうか。無 機会を利用して述べておきたかった。

H・...‘’.....・、........ ・....・・・..................................・.....................................・H・...........・・．・・...........・H・H・－・・........., ..・..........，.・・・・”・・・・．・..........♂・6・........”.........・－－”．．・・．・.＿，............、...・d・l

図書館の複写センター

三回の本館には複写センターがあります。塾の教職

員でまだこのことを御存知ない方が存外多いのではな

かろうか。こんな気がします。三国研究室が新しく拡

充されようとしている時，改めてサービス機能が話題

となりつつありますが，図書館は図書館として全塾ネ

ットワークの文献情報サービスを考え，そのサービス

ポイントとしての立場に立って図書館サービスの基本

的在り方に留意しながら，具体的には将来の大きな計

画に直結できるよう可能な範囲で一つ一つサービスを

実現する努力をして来ました。

本館で今活動している複写センターは正にこの意図

に則したもので，将来の発展性を含むサービスであり

ます。文献の複写サービスとは凡そ研究教育にたずさ

この複写サービスにはゼロックス電子複写機による

ものと，マイクロフイノレムによるフォトコピーサービ

スとがあります。まずゼロックスによるものは原資料

の実物大の大きさにしか複製できなヤ点はありますが

短時間にそして極めて鮮明に複原できる強味があり，

マイクロフィルムによるものは 1コマにオリジナル文

献を小さく収めることが出来，更に需要によっては希

望の大きさに焼付写真として引伸しのできる手lj,~をも

っています。複写希望者は図書館のほか研究室その他

の所蔵資料について複写なさりたいときゼロックスに

よるものは本館地階ゼロックス複写の受付へ，マイク

ロフィルムによるものは新館2階のレフアレンスルー

ムで，それぞれの個所に備付の文献複写申込書に御記

わるものにとり欠くことの出来ないものでありますか 入の上，資料共々係員に提出していただきます。

ら，如何にそれが効果的に行なわれるかが重要であり 料金（1) ゼロックス 1枚（B5版見開き〕

ましょう。この点本館のそれはまだまだ不充分かも知 本塾教職員・学生30円，学外者40円

れませんが少しづっ改善してゆく努力をしています。 (2) マイクロフィルム 1コマ10円

本館の複写センターは現在はゼロックスサービスに重 学外者はこの外，基本料金250円

点をおいて小ますが，最近導入したエレファックスそ 本塾教員の方々は上記ゼロックスによる複写料金に特

の他精密な複写印刷機械による高度の印刷サービスの 別図書費・各種研究費を充当する取扱いを致しており

開発にも努力しており，やがてマイクロ撮影をも含め ます。お申込みの折研究費の区分並び、に請求書の送付

広範囲の複写印刷センターとして発展する可能性をも 先を申込書の備考欄に御記入願います。

っています。ここで現在の複写センター業務について 注意（1）全巻複写には誓約書が必要であること

是非紹介しておきたいと思います。 (2) 貴重書準貴重書は館長宛許可願提出のこと

・除制。、園、....＿・・・......・～，・h・炉、........... ・、．－・....，、.. ・d・...・h，、．・..＿.......・・H・H・......、..・V・...,., ..・H・－、.. 、，、．・・H・H・...・H・－・.... ’h・・、..... ，、．戸、・～・..・.... ・H・－．，、，、．‘...・......＿＿.・4・・・.，.・
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ライブラリー

ミニミニ図書館一文献のマイクロ化

文献複写と関連して，マイクロブオーム資料とは何か，どんな形態のものが実用化されているか，文献のマイ

クロ化と将来の文献・図書館などについて専門の立場から解説していただきました。

浜 敏郎田

（文学部図書館学科助教授）

私はかつて「ポータブJレ・ライブラリーJについて がある。

空想したことがある。この「ライブラリー」は数千

冊，数万冊の図書が異質の媒体に変換され，微小に縮

小され，整理されて，ちょうどポータブル・テレビセ

ットのような容器に保管されており，どこへでも自由

に携帯でき，必要なときに文献を検索できこれを読む

ことができるものである。

文献を検索するときは，ダイヤノレと押しボタン操作

で自動的に探し出すことができ，文献を読むときは，

別のダイヤルと押しボタン操作で文献が拡大され，肉

眼で読むことができるようテレビセットのように像が

映るリーダーがついており，更にこの文献のコピーが

必要なときには，また別のダイヤJレと押しボタン操作

で拡大複製されて出てくるプリンターもついているの

である。

この「ポータプ／レ・ライブラリー」に収蔵されてい

る縮小文献単位はカメラのような特殊装置の機械を使

用してどんな資料も高速，正確，容易，安価に作成で

きるし，印刷機のように同ーのコピーを高速に作成す

ることもできるので，文献の購入，配布，交換等々は

すべてこの縮小文献単位で行われるので，出版界，書

籍業界，図書館界，教育界，事業界等の情況が現在と

は異っている等々と次から次と空想をめぐらしたこと

マイクロ写真は上記

の空想に近い要素をも

っている。現に各方面

で盛んに利用されてい 圃・E畿議選RJI綴繍II議緩 r 
る。そしてより縮小化 ーーー皿蹴宙開叫融制収，－c?M@i制 、

への研究がされてお

P，試作段階ではある

が，郵便切手大の面に

200頁の文献が収録でき，更にタイプライターの「・」

(period）の大きさに文献の 1頁を収録することがで

きるのである。このような事実を見ると前述の空想、は

あながち夢だとして片付けられないところもある。

「マイクロ写真とは，肉限では判読できないくらい

に，非常に小さくした縮小写真複製で，その像を読ん

だり，見たりするのに，何らかの光学的拡大装置を必

要とするものの総称である。Jといわれている。マイ

クロ写真には透過光線を利用して読みとるものと，反

射光線を利用して読みとるものの二つに大別できる。

前者をマイクロフィルムといい，フィノレムをベースと

したものであり，後者をマイクロオペークといい印画

紙や紙をベースとしたものである。これらを更に分け

ると次のようなタイプがある。

ノフイlレムストリップ。
J 〔Filmstrip〕

ーロールフィルムー＼
〔Rollfilm〕 、ーコマフィルム

一マイクロフィルムー｜ 〔Oneframe film〕
〔Microfilm〕

マイクロ写真
〔Microphotography〕

ク
吋

一
戸

ベ

抑
オ

q
ロ
O

ク
悶

イ
M

マ
〔

、ノユシ
匂

イ
d

フ
白

ロ

m
of児

イ
M

マ
〔

／
『
＼ムル、

m，

ィ
臼

フ
t

ト中山
一
位

シ
〔

一マイクロテープ
〔Microtape〕

一マイクロカード
〔Microcard〕

マイクロフィルムはロール状とシート状とがあり， は「マイクロフィシュ」と呼ばれることが多い。マイ

ロール状フィルムを切断することにより，ストリップ クロフィノレムの特質はリーダーで読むときマイクロオ

フィルムやーコマフィノレムになる，シート状フィノレム ベークより像が明るく，複元性に富んでいる。すなわ
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ち，拡大複写にも印刷原版作成にも便利である。しか

しフィルム面にきづがつきやすいし，マイクロオペー

クに比し強度も弱い。

ロールフィルムはもっとも基本的かっ普遍的なタイ

プで通常lOOft(30. 5m）の長さのフィルムをリールに

巻き，特定のケースに入れ，利用するときはリーダー

にかけてリールを廻し，読んで行くことになる。この

l幅には16mm,35mm, 70mm, 105mmがある。この

うち35mm幅フィルムがもっとも普遍性のあるもので

ある。このロールフィノレムのタイフ。は保管のための空

間が最小であり，保管の経費も安価な方である。沢山

の文献が収録されるので欲しいものを探し出すのにや

や厄介であり，一部の修正，追加，再編成する場合に

は不便である

通常，各種の文書，小切手，株券，伝票等の法的な

証拠として保存するときや，一連の継続している新聞

や雑誌のパックナンパーの保存のためには便利であ

る。

フィノレムストクップはロ－，レフイノレムを25cm～30

cm位の一定の長さに切断したもので， 保管方法とし

てはフィルムホルダーやフィルムアルパムに一本づつ

はさんでファイノレするか，フィルムジャケットという

透明な定期券入のようなものはさみこんでファイノレす

るかである。フィルムジャケットに数本のフィルムス

トリップを帰入したものは形状的には後述のシートフ

ィルムと似ている。

フィルムストリッフ。の特質は必要な小部分のみを取

り出して使用できるし，部分的な修正や削除や追加等

も可能であるから撮影時に大規模な撮影順序計画を立

でなくてもよく，検索も比較的に容易である。しかし

ホルダー，アルバム，ジャケット等を使用するので保

管容積がロールフィルムより増えることになる。

特定の観点で新聞，雑誌，単行本等の記事を収録し

ておくのに便利である。これは後述のシートフィルム

の効用との比較においてどちらにするかを決定すべき

である。

ーコマフィルムはロールフィルムから 1コマづっ切

断したものであり，カードに窓があけられそこにこの

フィルムをはめ込みはりつけたものが普通である。こ

れをアパーチュアカードと呼んでいる。カードの種類

にはいろいろあるがパンチカードがよく使用されてい

て，これにはハンドソートのと機械ソートのとのこつ

が考えられる。保管方法としてはカードケースにファ

ムのホルダーの役目をし，一方，フィルムについて直

接記入できるスペースも持っているのが特色である。

これはフィルムストリップより更に自由に訂正，追

加，削除等ができるし，多角的検索が可能である。し

かしコストが高く，保管容積が大きくなるし，散逸，

紛失の可能性も考えられる。

各コマが独立性のある資料に対して便利である。特

に設計図のようなものの図面管理に圧倒的に利用され

ている。

シートフィルムはマイクロフイシュとしてよく呼ば

れるものでシート状のフィルムであり，大きさとして

は図書館の目録カード大の 72×125mmから 90×120

mm, 105×150mm等がある。 1シート 6コマ位から

200コマ位の収容能力があるので 1コマ2頁づっ撮影

するとすれば12頁から400頁の収録能力があることに

なる。

このタイプのフィルムは最近富みに利用の増加がは

げしくなって来た。これは前述のフィノレムストリッフ

をコンパクトにしたものであると考えられる。普通，

保管方法としては一枚一枚封筒に入れて所要のことを

記入してカードケース等にファイノレする。

この特質としては文献単位にまとめてフィルムを作

成できることが特色である。この種のフィルムが文献

の配布，交換，保管にもっとも便利なものであろう。

これから研究活動，図書館活動において考慮しなくて

はならないタイフ。で、ある。

マイクロオペークはマイクロフィルムをもとにじて

ロールフィルムやマイクロフィシュから印画紙に焼付

けたものであり，ロールフィルムからマイクロテープ

ができ，フィルムストリッフ。数本をそろえて印画紙に

焼付けたものやマイクロフイシュから印画紙に焼付け

たものがマイクロカードである。

この特質はフィルムより強いので、表面の保護にあま

り気を使わなくてもよいが，日本ではあまり利用され

ていない。その理由としてはリーダーにかけて見たと

き反射光線を利用するので像が暗くて読みにくいから

であろう。

ここで最初に述べた「ポータブノレライブラリー」と

の関連で考察して見ると，マイクロ写真は非常に小さ

く文献を収録できることは重要なことである。マイク

ロ写真は直線縮小比が＇／， o～1/40で，面積縮小比が＇！，回

～1 /rnooであるといわれている。現実に保管容積では従

来の容積の80%以上も節約できるし，輸送にも非常に

イルしておく方法である。 便利になっている。

この特質は検索の媒体となるカードがーコマフィル 文献を読むときにはリーダーにかけて拡大して読め
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い。本質的な要素とマイク ロ写真に関連する要素左が

ある。

前者では文献内容の分析に関係し，も っとも検索し

やすい索引方法の計画であり，後者はマイク ロ写真で

の特色を生かした検索方式に関係するものである。例

えばマイクロ写真の索引は図書館で使用する目録カー

ドを利用して作ることができるが，折角，マイクロ化

したのであるから，索引もマイクロイ乙できないであろ

うか。さ らに各マイクロ化された文献に直接索引コー

ドをつけて機械的に検索できないであろうか。実は，

これらの考えはすでに特殊な分野では実験が行われ，

"!JIG分野では実用化している。しかし，まだまだ完全で

あるということはできない。

るし，プリ ンターにかけて拡大したプリントが作成で

きるし，またリーダーとプリンターを組合せた「リー

ダー・プリンター」もある。更に電子式写真法（ゼロ

ックスなど〉を通して復元し，これよりオフセット印

刷原版などを作り多量に印刷することもできる。

また従来の出版物にかわりローJレフィルムとし，マ

イクロフイシュとして文献の配布，交換されている分

野が出てきている。前者は新聞において見られ，後者

においては科学技術分野に多くの例を見ることができ

る。

以上のことはポータプノレにはならないがその可能性

は推察できる要素であるが，一番問題になるのは検索

の問題であり，これはマイクロ写真だけの問題でもな
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図 書 館地下

複写セン タ ー

内線 307

申し込みは

が，大体1カ月から 2カ月位かかります。料金その

他詳細は当課におたずねください。

〔電話（453)2111 内線303)

3. ゼロックスの移転について

12月20日からゼロックスは図書館地階新聞閲覧室の

奥に移りました。被写のお申込みもここで受付ており

ます。 〔電話（453)2111内線 307（総務課〉〕

4. エレファックス電子複写機の導入

サービス用の収書目録の作成など印刷業務の高能率

化のため本年9月に購入。レフアレンス月報，指定図

書目録，三回文学ライブラリー収番目録などを発行

し，将来は貴重書のリプリントやコンテンツサーピス

も行なってゆきたいと考えています。

5. 洋書カード目録の変更

慶応義塾研究教育情報センターで制定した洋書目録

最低基準に則り，本館洋書目録を作成し始めました。

さし当って洋書著者名目録においては新しくもうけた

排列規則により標目の調整を行ないつつ修正を致して

おります。

6. 三国文学ライブラリ ー

三岡文学関係作家の作品を収集している特別コレク

ションである三国文学ライブラリーは入角塔の2階，

3階を改修して展示し，研究者の利用に供することに

なり，此の度第一期工事が完了しましたω

7. 「資本論」刊行百年記念図書展示会

11月7日より 9日まで図書館記念室で経済学会との

共催で「資本論」 刊行百年記念図書展示会が開かれま

した。この展示会目録は残部がありますのでご希望の

かたは，図書館総務課へお申し出下さい。

1. 教員諸氏へのお願い

(1) 図書館へお入りになるとき受付に入庫券を必ずお

示し下さい。教職員方の数が多くなりましたので，

受付係がお顔をおぼえ切れず，入口が混乱しますの

で， 是非お願いいたします。

(2} 図書の館外貸出は3カ月期限， 30冊限度をど励行

下さい。尚，御研究中でその限度を超える場合は一

応， 館長にお届け願います。

(3）雑誌は最近頓に利用が増しており所調利用の重複

が生じておりますので期限内でも是非お早く御返却

下さい。

(4) 図書返却の際，冊数の多数でお困りの場合，病気

その他の事故により御持参出来ない場合は，当方よ

り係員が引き取りにお伺いします。その場合，担当

者は秋山〈教職員貸出係） でございますからよ くお

打合せ願います。 〔電話（453)2111 内線 302〕

2. レフアレンス ・1レーム（参考調査課〕よりお知

らせ

(1）御利用なさりたい文献がどこにあるかを知りたい

とき， 当課まで御連絡ください。都内の主要大学に

あるかどうかは，電話にて相手の図書館に照会して

お答えいたします。

(2) 国内の大学，研究所などにないときは，アメリカ

の議会図書館や主要大学に連絡して，マイクロフィ

ルムにて利用できます。本誌の渡辺国広先生の論文

にその方法が書かれておりますから，御一読くださ

U、。

(3) (1)(2｝のどちらの場合でも，マイクロフィルムで大

体入手できますから， それから引伸して文献の利用

ができます。外国の場合は，少し日数がかかります

スユ館書図
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